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山形西ロータリークラブ会報
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地 区 目 標

クラブテーマ

「ロータリーの原点に戻ろう」 BACK TO BASICS

「あなた自身のロータリーを生きる」こころに奉仕と友情の灯をともそう

◆点鐘：小林　惠一 会長 ◆ロータリーソング：四つのテスト
◆司会：大西　章泰 副 S.A.A. ◆会場：イーベジ・ファーム

本日は、職業奉仕委員会・阿
部弘行委員長による「職場訪問例
会」です。遠藤商事さんの（株）
イーベジ・ファームを見学させてい
ただきます。先ずもって見学を受け
入れて頂きました遠藤さんに感謝
を申し上げたいと思います。

今日は、植物工場という進化し
た未来の農業生産を垣間見ること

が出来ると云うことで、大変興味深く楽しみに参加させて
頂きました。

食の安全・安心の国際基準に「グローバルGAP（農業
生産工程管理）」の認証の取得があり、日本の農業界でも
注目を集めています。

このところのGAPへの関心の高まりは、来年開催される
東京オリンピックやパラリンピックで、認証の取得が選手村
などで提供する農産物の条件になっている側面があります。

GAPの審査では、「使っていい農薬のリスト管理」「使っ
た農薬の記録保持」など農薬に関する多くのチェック項目
がありますが、その点、外と遮断して栽培する植物工場は
病害虫のリスクがほとんどないため、農薬を使わずに済む
利点があるとされています。また、衛生管理をより徹底す
ることで安全・安心のレベルを比較的容易に高めることも
できます。

一方、未来技術の開発に於いても、水から水素を取り
出して二酸化炭素（CO２）を混ぜ、バクテリアに食べさせ
てタンパク質を作る。宇宙で利用できる技術で、地球上な
らもっと簡単に使うことが出来ると云われています。人類
が2030年代にも実現をめざす火星旅行は、片道８か月の
長い旅になる。その間の食料を心配する必要はなくなりそ
うで、宇宙船の片隅に設置されたバイオリアクター（生物
反応器）が絶えずタンパク質を作りだして呉れる。「人工た
んぱく質」や「人工肉」の研究が行われており成功すれば
農業や畜産の資源に恵まれない国でも「食料大国」になれ
る。技術の進化は「持つ国」と「持たざる国」の境界線を崩

し持たざる国に逆襲の機会をもたらす。
このような逆転現象は、食料のほかエネルギーの分野で

も動き始めており、米マイクロソフトの創業者ビル・ゲーツ
は「もっとブレークスルーが必要だ」と食料やエネルギーの
新興企業へ出資を進めているようです。

石油販売の遠藤さんが、ゲームチェンジャーとなって大
農場主になるかもしれません。未来に夢のある楽しい工場
を見学させて頂き「ありがとう」ございます。

小林　惠一 会長会長挨拶

3月21日（祝）千歳館にて、県写真展他などで活躍してい
る日下部孝氏（日下部歯科医院院長）を講師に迎え、多くの
作品を提示しながら撮影の工夫や苦労話を紹介しながらデス
カスできた研修会でした。

終了後は料理長の澤渡章さんの料理で楽しいひと時を過ご
しました。

（文：結城和生 会員）

YW写楽クラブ研修会開催

●４月１日からグランドホテルで例会が開催されるという
ことで、無事、移転も完了しております。お間違いのない
ように、４月１日からはグランドホテル８階になりますの
でよろしくお願いいたします。

年度末の大変お忙しい中、平成最後の職場訪問例会にご
出席いただきまして誠にありがとうございます。地球温暖化
で大変気候が激変する中安定して野菜を供給できる工場をみ
ていただき、皆さんの企業でも参考にしていただければ幸い
です。今回快くお引受けいただきました遠藤栄次郎会長、遠
藤靖彦さんへこの場をお借りして心より御礼申し上げます。
この場所をお貸しいただきました菅原幹事にも御礼申し上げ
ますと共に、職業奉仕委員会のメンバーに感謝申し上げます。

菅原　茂秋 幹事

安部　弘行 委員長

幹事報告

職業奉仕委員会



会員総数 出席会員数 会員総数 出席義務会員数 出席会員数 出席率

本日出席（3/25） 96名 52名 修正出席（3/2） 96名 84名 81名 96.43％

メークアップ
された会員

＜本日出席・修正出席＞

（山形中央）伊庭　公也、酒井　啓孝、半田　　稔、小林　廣之、佐藤　章夫、石井　雅浩、遠藤　正明、武田　周治
　　　　 冨田　浩志

本日は弊社の「イーベジ・ファーム」の見学ということ
で、このように大勢のメンバーの皆さまからお集まりいただ
きまして誠にありがとうございます。内容につきましては後
で会場のほうで説明をさせていただきますので、よろしく
お願いを申し上げます。

弊社としまして、油業界ではありますけれども、実は数
年前に岩手のほうの野菜に関する会社を買収させていただ

きまして、今、にんにく・しょうがをメインとした製品の販
売等 を々行っております。そこから、農業に何とか関係して
いかないかなという考えを持ちまして、また、ある程度、高
齢化した社員に対して、いろんな働く場を提供したいという
考えもありまして、この野菜工場の建設、そして運営という
ことになりました。まだまだ試行錯誤している段階ではあり
ますけれども、ご覧いただければ有難いと思っております。

若干、見学の場所が狭い状況がありまして、ここから2
班に分かれて行っていただいて見学をしていただくというふ
うな形になりますので、ちょっとご不便をかけますけれど
も、よろしくお願い申し上げます。本日はありがとうござい
ます。

ごあいさつ
遠藤商事株式会社

代表取締役社長 遠藤靖彦 会員


